
茨城県⼤洗町の取り組み ①
⾃粛⽣活中の不安軽減

⾃粛⽣活によるストレス・消費者トラブル・虐待などの相談窓⼝の周知

全町⺠に対し、感染予防のポイントや茨城県が推奨し
ている「シルバーリハビリ体操」、感染症関連だけでなく、
⾃粛⽣活によるストレス・消費者トラブル・虐待などの相
談窓⼝の周知をチラシ・HPにより⾏いました。
また事業参加者に対してはフレイル予防の教材を⽤意
し、個別訪問しました。

l ⾼齢者が対象ですが、それ以外の世代にも⾃粛すると⾼齢者がフレイルリスクが⾼まることを理解してもらうため、全
世代共通の感染予防ポイントを掲載しました。

l ⾃宅でできる茨城県が推奨している「シルバーリハビリ体操」を掲載しました。
l 外出⾃粛期間中、全国的にストレス・消費者トラブル・虐待など多くの問題が発⽣したため、その相談窓⼝を周知
しました。

l フレイル予防のための脳トレ教材（塗り絵・折り紙等）に⼿紙をセットし、⼾別訪問を⾏いました。

全町⺠
対象者

⾏ったこと

⼯夫したこと

・フレイル予防 ・感染予防 ・不安軽減 ・声がけ
キーワード

厚⽣労働省HPより，
https://www.mhlw.g
o.jp/stf/seisakunitsui
te/bunya/00001214
31_newlifestyle.html



茨城県⼤洗町の取り組み ②
⾃粛⽣活中の不安軽減

⾃粛⽣活によるストレス・消費者トラブル・虐待などの相談窓⼝の周知

• http://www.town.oa
rai.lg.jp/manage/co
ntents/upload/5e8fd
94138218.pdf

• http://www.town.oa
rai.lg.jp/manage/co
ntents/upload/5ecb
7224a57c6.pdf

参考URL

問題点・悩み
• ⾃治会に加⼊していない世帯には情報が⾏き届かないこと。
• 啓発していても、⾃分で気がつけない・SOSサインが発信できない⽅は、やはり個別の⾒守り訪問が必要ですが、ブラン
チ・地域包括⽀援センター職員だけでは限界があること。

• 閉じこもり傾向のある⽅を対象としているため、事業が中⽌となるとフレイルリスクが⾼く、４⽉に訪問した時は問題なかった
⽅が、５⽉に訪問時は意欲低下の訴えがあるなど、⾃助（⾼齢者の⾃主性）・互助（周囲の声かけ）が弱ければ、
⾃粛の⻑期化による影響は⼤きくなる。新しい⽣活様式と⾼齢者のフレイル予防をどうしたらよいのか難しい。

http://www.town.oarai.lg.jp/manage/contents/upload/5e8fd94138218.pdf
http://www.town.oarai.lg.jp/manage/contents/upload/5ecb7224a57c6.pdf

